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取組の概要と推進委員会からの主なコメント 
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事 業 の 概 要 

 我が国は高齢/高齢化社会、医療者の偏在、働き方改革など多くの医療課題が山積しそれらを克服す

る必要がある。それらに立ち向かうため、本プロジェクトは「地域ならではの豊富な医療課題をキュ

レーションし、AI 解決までをデザインできる人材を広く養成すること」を達成目標に掲げ、博士課程

人材養成プログラムを全国各地の大学や研究機関、民間企業、自治体と連携し推進するものである。

事業構想においては、トップエッジの高さと裾野の広さを強く意識し、AI人材育成モデルを構築した。

教育カリキュラムでは最先端 AI 研究開発に係る講義から始まり、医療現場での実課題に対しそれらの

AI 知見を最適に活用する方法を身に着ける。東北大学を主幹に北海道大学と岡山大学が連携し、さら

に各エリアの大学が協力することで「Global×Local な医療課題」解決能力を有する「最先端 AI 研究

開発人材」を日本全国で数多く養成し、我が国日本の将来の発展に貢献する。 

 

推進委員会からの主なコメント    ○：優れた点等、●：改善を要する点等 

○地域に根差した医療現場の課題を抽出し、AI を活用して課題解決に向けた作業ができる人材を育成

するという点は、本事業の目的に照らしても評価できる。 

○教育課程の基本構造として、「第１段（レクチャー）、第２段（チュートリアル）、第３段（ワークシ

ョップ）」の具体的かつ実践的な教育と実習内容が示されており、新規性・独創性の点で評価できる。 

○各大学の強みや多種多様な企業の特徴をプログラムに組み込む等、層の厚い体制作りがなされてい

る点が評価できる。 

○事業の裾野を広げることに力点を置き、大学だけでなく医療機関にまで対象を広げようと考えてい

る点については取組の継続性の観点から評価できる。また、教材の有料コンテンツ化や企業からの

運営資金調達も視野に入れている点も評価できる。 

○連携大学を含む詳細かつ具体的な計画となっており実現性が高いと評価できる。補助金が漸減して

いくにつれ、自律的に運営資金を賄う計画は現実的であり、評価できる。 

 

●地域の医療現場に根差したワークショップからどうやって Global Conversion を有する人材を育成

できるのか、国際的な面での教育プログラムが見えてこないので、明確になることを期待する。 

●多くの民間企業との連携体制が示されており、具体的な AI 開発の「実践の場」として期待されるこ

とから、事業実施体制において共同研究や知財管理等の調整を行う場が設置されることが望ましい。 

●連携する各大学ともインテンシブコースについては、もっと受入人数を増やすことが望まれる。 

 

 

 


